
験

震

時

報

第

四

穆

第

競

論

文

深
い
震
源
の
深
さ
ヤ
求
む
る
一
方
法

鷺

坂

清

信

内

容

目

三た

一
、
緒

一
一
.
地
殻
上
層
の
疎
密
波
の
速
度

二
、
震
源
に
於
け
る
初
期
微
動
時
間
と
震
源
の
深

3
と
の
関
係

四
‘
国
表
と
懸
用
例

一
、
緒

百

近
地
地
震
に
就
て
は
初
期
微
動
継
緩
時
間
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τ
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と
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ム
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割
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た
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が
七
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粁
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秒
と
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此
の
式
を
大
森
公
式
と
云
ひ
，

K
を
大
森
常
数
と
云
p
戸
、
又
ム
は
震
央
に
極
め
て
近
い
場
合
は
震
源
距
離
に
路
々
等
し

く
E

遠
方
の
場
A
口
一
は
.
震
央
距
離
と
し
て
も
又
は
震
源
距
離
と
し
て
差
支
へ
が
な
い
，
命
以
上
の
丸
山
巾
数
は
ム
が
千
粁
位
迄

は
勿
論
用
ゐ
ら
れ
る
が
、
二
千
粁
位
迄
は
泊
用

3
れ
る
で
あ
ら
う
と
故
大
森
博
士
は
言
は
れ
た
。

前
掲
の
大
森
公
式
は
四
十
一
同
の
地
震
か
ら
求
め
た
も
の
で
あ
る
。
其
の
中
震
央
に
極
め
て
近
い
観
測
の
得
ら
れ
た
も

の
は
、
主
と
し
て
浅
間
山
の
噴
火
に
因
る
地
震
(
二
十
七
同
)
衣
る
が
故
に
、
之
等
の
場
合
に
於
て
は
浅
間
山
噴
火
孔
は

震
央
で
あ
の
ー
一
叉
安
際
の
震
動
起
源
姑
と
、
な
る
か
ら
、
前
の
関
係
式
か
ら
求
め
た
ム
は
寧
ろ
蹴
客
の
震
原
距
離
を
一
不
す
も

の
、
穴
、
と
大
森
博
士
は
設
明
し
て
ゐ
る
。

命
此
庭
に
取
扱
は
れ
た
，
四
十
一
同
の
地
震
は
浅
間
以
外
の
も
の
も
、
概
ね
遁
常
の
浅
い
地
震
の
や
う
に
、
推
察
当
る

与
が
故
に
、
相
営
の
距
離
(
二
三
百
粁
)
以
上
の
も
の
は
大
憶
に
於
℃
震
央
距
離
は
震
源
距
離
に
等
し
い
。
之
大
森
公
式

に
於
け
る
ム
は
震
央
官
震
源
の
何
れ
の
距
離
で
も
よ
い
と
云
っ
た
所
以
で
あ
る
。
然
れ
ば
大
森
博
士
は
此
の
公
式
を
ム
が

0
・
ル
ら
千
粁
迄
会
躍
に
百
一
っ
て
意
味
を
有
た
せ
る
た
め
に
は
、
ム
は
震
原
距
離
と
見
る
べ

3
で
あ
る
と
言
は
れ
て
居
る
。

新
か
る
が
故
に
大
森
公
式
は
震
源
の
深

3
を
求
む
る
事
に
臨
応
用
出
来
る
。
然
し
大
森
公
式
に
よ
b
て
求
め
得
る
震
源
の

深
志
に
つ

3
て
考
察
せ
ま
る
べ
か
ら

.3
る
も
の
が
あ
る
c

震
源
が
比
較
的
浅
い
場
合
に
、
震
央
の
初
期
微
動
時
間
が
求
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
之
に
大
森
係
数
七
、
四
二
粁
毎
秒
を



采
じ
て
該
地
震
の
震
源
の
深
当
を
知
る
事
が
出
来
る
。
而
し
て
此
庭
に
注
意
す
べ

3
は
大
森
公
式
を
震
源
の
深
誌
を
求
む

る
に
腐
服
用
す
る
揚
A
口
は
必
ず
震
央
に
於
け
る
初
期
微
動
時
間
に
就
て
迎
用
す
る
か
、
或
は
極
め
て
震
央
に
近
い
地
鈷
に
闘

し
て
越
山
町
田
な
る
方
法
を
な
す
べ
主
で
あ
る
。

如
何
に
も
震
源
の
浅
い
地
震
に
就
い
て
は
右
の
様
に
し
て
震
源
の
深
注
を
求
め
得
る
が
、
今
若
し
震
央
の
初
期
微
動
が

三
、
四
十
秒
も
あ
る
所
謂
深
層
地
震
に
上
式
が
趨
用
当
る
、
か
否
か
は
疑
問
で
あ
る
。

何
故
・
な
ら
ば
大
森
係
数
を
求
hu
る
材
料
は
震
波
が
地
表
に
、
近

3
所
を
地
表
面
と
客
平
行
に
走
っ
た
時
の
，
も
の
の
み
で

あ
る
か
ら
で
あ
る
。
想
ふ
に
大
森
公
式
は
数
十
粁
よ
b
深
い
震
源
の
深
芯
を
求

U
る
に
は
不
泊
蛍
で
あ
る
。

叉
震
源
の
深
さ
を
求
hu
る
方
法
と
し
℃
、
和
建
氏
の
比
例
分
割
訟
な
る
も
の
も
あ
る
が
，
之
は
同
氏
も
述
べ
て
居
ら
れ

る
如
く
或
る
間
限
定
を
有
す
る
が
故
に
、
深
い
地
震
の
深

3
9ど
求
む
場
令
に
は
避
け
-
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
実
の
般
定
と
い

ム
の
は
震
源
距
蹴
に

p
l
S
時
差
が
比
例
す
る
と
い
よ
事
等
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
p
i
S
波
が
直
線
的
に
迩
行
す
る
と

い
ふ
仮
定
を
置
か
な
け
れ
ば
、
同
氏
の
式
は
成
立
し
な
い
の
で
あ
る
。

関
宮
技
師
の
十
秒
等
p
l
s
線
の
精
閣
の
短
軸
の
値
か
ら
震
源
の
深

3
を
求

U
方
法
も
あ
る
が
是
等
は
何
れ
も
浅

3
地

震
に
の
み
淘
ぴ
，
ら
れ
る
方
、
法
で
あ
る
。

深
.
い
地
震
の
深
誌
を
求
む
方
法
と
し
て
は
、
河
角
康
氏
の
P
1
8
走
時
曲
線
に
よ
る
国
表
が
昭
和
二
年
十
二
月
の
気
象

集
誌
に
載
せ
ら
れ
て
あ
る
。



四

著
者
が
此
庭
に
論
ぜ
p

ん
と
す
る
の
は
、
震
央
に
於
け
る
初
期
微
動
時
間
が
、
六
秒
以
上
五
、
六
十
秒
迄
の
場
A
口
で
あ

る
o

換
言
す
れ
ば
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
一
層
(
四
十
粁
)
以
下
数
百
粁
迄
の
所
に
起
る
地
震
の
深
哀
を
求
む
方
法
で
あ
る
。

ニ
、
地
裁
上
層
の
疎
密
波
の
建
度

先
づ
地
殻
上
層
の
震
波
速
度
を
深

3
の
画
数
と
し
℃
現
は
さ
う
、
和
達
氏
、

ヅ
エ
プ
リ
ツ
・
ガ
イ
ガ

1
氏、

エ
ス
、
.
毛

ホ
担
ピ
チ
ヅ
ク
氏
及
び
著
者
等
が
求
め
た
地
殻
上
層
の
震
波
速
度
を
表
示
す
れ
ば
、
第
一
表
甲
の
如
く
な
る
。
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第一表(乙) 地殻上層の震波遮皮の平均の値

1捉 生、. P の 21:;' 1句 P の計算イ白 吾iil川と 差 !大森係数帆h)

*F '.tfj秒 Hj秒
O " 

40 く7.698) (9，87) 

50 

100 7.93 7.932 + O.OO~ 10.17 

200 8.30 8.298 - O.OO~ 10.64 

300 8.64 8.634 - 0.006 11.07 

400 8.93 8.940 + 0.010 11.46 
ー『、

ら00 9.22 9.216 - 0.004 11.82 

但し表中Pは縦波， 8はtJ1t波の速度を意味ナ.

総 11将トJ~や号法判記名j;:- ~ ~選定~Q 規制Çl.. Q除去IQ堀みてJ1廷が'民活 1æ~m~割台A 封§規制ふJj悔い Þ(醤 Q
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第
一
問
中
の
平
均
の
値
を
一
不
す
曲
線
の
形
を
観
察

す
る
に
、
地
表
面
か
ら
の
深

3
h
粁
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波
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の
式
で
表
は
ヨ
れ
る
と
仮
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但
し

a
b
c
は
常

Joo 

数
で
あ
る
じ
今
深
志
百
粁
以
上
五
百
粁
迄
の
P
波
速

度
の
平
均
の
値
を
用
ひ
最
小
二
采
法
に
よ
b
a
b
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を
決
定
す
れ
ば
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此
庭
に
求
め
た
閉
式
に
依
っ
て
各
深
3
に
就
い
て

U

を
算
出
し
、
之
を
第
一
表
乙
の
「
p
許
算
値
」
の



欄
に
掲
げ
た
。
此
の
P
の
計
算
値
と
P
の
賞
測
平
均
値
と
が
よ
く
一
致
す
る
事
か
ら
し
て
、
此
慮
に
求
め
た
削
式
が
縦
波

の
各
深
3
の
震
波
速
度
を
よ
く
表
は
し
て
居
る
事
が
解
る
。

此
の
間
式
は
地
表
よ

b
の
深
さ
が
百
粁
よ
λ

リ
五
百
粁
の
問
に
漣
用
す
べ
き
も
の
な
れ
ど
も
、
今
此
の
式
の
表
は
す
曲
線

を
・
少
し
く
延
長
し
て
、
我
が
図
に
於
け
る
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
暦
の
深
さ
四
十
粁
の
不
漣
緩
面
の
下
部
に
於
け
る
の
値
を
求

hu
れ
ば

〔。Uげ
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け
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・3
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事
¥
噂

此
の
四
十
粁
の
深

3
に
於
け
る
U

の
値
は
著
者
や
ヅ
ヱ
ヅ
プ
リ
ノ
ツ
・
が
イ
カ

1
兵
の
観
測
値
よ

h
も
大
で
あ
る
。
そ
れ

は
五
十
粁
或
は
六
十
粁
以
上
の
深
さ
に
於
け
る
和
建
氏
や
エ
ス
、
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
氏
等
の
観
測
値
の
影
響
を
受
け
て
居

る
か
ら
で
あ
る
。
然
れ
ど
も
其
の
差
は
小
な
る
が
故
に
今
我
が
図
に
於
け
る
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
層
の
深

3
を
四
十
粁
と
す

れ
ば
、

mw
式
は
深
志
四
十
粁
の
庭
よ
ι
リ
五
六
百
粁
の
庭
迄
臨
応
用
さ
る
、
ち
の
と
推
定
す
る
も
可
な
る
べ
し
。

三
、
震
央
に
於
け
る
初
期
微
動
時
間
と
震
源
の
深
さ
と
の
関
係

崎
今
地
殻
内
部
を
地
球
の
半
径
の
方
向
に
進
行
す
る
震
波
を
想
像
す
る
に
、
地
震
墜
に
於
い
て
遁
常
な
す
仮
定
は
、
地
球

の
中
心
か
ら
ゆ
距
離
が
相
等
し
い
地
層
内
に
於
け
る
屈
折
率
は
一
定
の
震
波
に
封
し
て
は
相
等
し
い
、
然
れ
ば
最
初
地
球

の
宇
径
の
方
向
に
出
費
す
る
震
波
は
最
後
ま
で
、
地
表
に
劃
し
て
鉛
直
の
方
向
を
取
る
。

今
地
表
O
よ
b
深
8
.
h
な
る
一
知
A

(
第
二
闘
)
を
取
b
，
之
よ
λ

リ
縦
波
及
び
横
波
が
夫
々
九
%
な
る
速
度
で
同
時
に

七
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刈
到
な
る
方
向
(
地
表
に
鉛
直
〉
に
出
殺
し
た
と
考
へ
る
。
但
し
速
度
は
深
さ
に
関
し
て
漣
績
的
に
持
鈍
化
す
る
も
の
と
す

る
。
ぞ
れ
が
時
間
批
の
後
に
於
い
て
P
波
は
B
に
β

波
は
D
に
到
達
し
，
日
到
な
る
隔
b
を
生
じ
た

b
と
す
れ
ば
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V

而
し
て
D
黙
に
於
け
る
β

波
の
速
度
は

ミ
ム
町
i
p
で
あ
る
o

此
の
速
度
で
到
到
を
通
過
す
る
に
要
す
る
時
間
は
B
鈷
に
於
け
る
初
期
微
動
時
間
で
あ
る
。

-
:
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串
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此
の
際
B
黙
に
就
い
℃
観
れ
ば
，
利
到
は
震
源
距
離
で
あ

b
、
之
を
得
る
が
た
め
に
初
期
微
動
時
間
配
に
乗
ず
べ
き
値

を
宅
(
『
)
と
す
れ
ば
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此
の
式
を
見
る
に
は
仰
は
単
位
の
初
期
微
動
時
間
に
相
嘗
す
る
震
源
距
離
を
表
は
す
が
故
に
大
森
係
教
に
相
蛍
し
、
深

さ
の
画
数
で
あ
っ
て
，

A
姑
に
於
け
る
大
森
係
数
と
見
る
べ

3
で
あ
る
。

今
批
が
充
分
に
小
芯
け
れ
ば
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此
の
州
一
は
和
建
技
師
の

(
p
l
S
)
波
の
速
度
に
外
な
ら
ず
、
又
図
富
技
師
も
此
の
右
濯
の
形
は
屡
震
源
の
き
、
己
を
求

む
る
際
に
使
用
3
れ
て
ゐ
る
も
の
で
あ
る
が
、
著
者
は
本
節
の
論
結
を
明
か
に
せ
ん
、
が
た
め
諾
々
し
く
解

3
来
っ
た
の
で

あ
る
。
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此
の
式
中
町
一
は
前
節
に
於
い
て
深

3
の
函
数
と
し
て
決
定
し
た
]
叉

笠
%
は
前
節
第
一
表
甲
を
見
る
に
ツ

エ

ツ

プ

リ

ツ
・
カ
イ
ガ

1
の
佐
は
一
、
七
九
な
る
一
定
の
値
ど
有
し
、
著
者
の
も
殆
ん
ど
一
定
し
て
、
之
よ
h
ノ
僅
か
に
小
さ
い
。
今

是
等
の
卒
均
の
値
一
、
七
八
を
採
用
す
る

(
但
し
和
建
技
師
の
此
の
値
は
仮
定
で
あ
る
。
)
依
っ
て
式
は
次
の
如
く
な
る

三一『〉
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∞∞十。・品川
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H
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一。!同町
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0
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U
C
×〕戸。
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∞
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此
の
mw
式
か
ら
し
て
各
深

3
に
於
け
る
大
森
係
教
を
算
定
し
、
実
の
値
を
第
一
表
乙
に
掲
げ
て
あ
る
。
大
森
係
数
七
、

四
二
に
比
し
て
迄
か
に
大
で
あ
る
。

式
問
と
例
か
ら
し
て

'Ju 
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式
山
口
及
び
第
一
表
甲
の
L
7

一
%
の
ア
レ
を
見
る
に
、
引
叩
-
h

を
一
、
七
八
ξ
置
い
た
矯
め
に
初
期
微
動
時
聞
に
及
ぼ
す

誤
差
は
極
め
℃
小
で
あ
る
乙
と
が
解
る
。
印
ち
五
十
分
一
乃
至
百
分
一
位
の
誤
差
で
あ
る
。
叉
日
式
の
積
分
の
下
限
四
十

九
一
は
此
の
屠
に
よ

b
て
生
ず
る
初
期
微
動
時
間
を
表
は
す
。

粁
は
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
層
の
深
さ
を
意
味
し
、

日
式
。
ど
積
分
す
れ
ば
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此
の
式
に
依
λ
y
て
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ヅ
ク
層
以
下
の
初
期
微
動
時
間
Fτ

が
知
れ
t
h

ば
該
層
以
下
の
震
源
の
深
さ
が
知
れ
る
然

る
に

F骨、、
11 
寸

'i o 



な
る
が
故
に
震
央
に
於
け
る
初
期
微
動
時
間

τ
が
知
れ
且
つ
，

九
一
》
知
れ
て
居
れ
ば
直
ち
に
rで
が
知
れ
四
式
に
よ
λ

リて

震
源
の
深
さ
を
求
ら
れ
る
。

然
れ
い
と
も
著
者
は
便
宜
の
矯
め
に
積
分
の
下
限
印
ち
九
及
び
四
十
粁
と
あ
る
を
零
に
置
き
か
へ
次
の
如
き
公
式
を
得
た
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此
慮
に
T
は
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
層
以
下
の
P
波、

S
波
の
速
度
時
党
化
の
有
様
を
地
表
ま
で
及
ぼ
し
た
時
、
震
央
の
有
す

る
初
期
微
動
時
間
に
し
℃
、

h
が
四
十
粁
(
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ヅ
ク
屠
の
深
さ
)

の
時
の
T
の
位
。
乞
中
旬
と
す
れ
ば

吋
11 
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扱
著
者
は
震
央
の
安
際
の
初
期
微
動
時
間

τ
と
震
源
の
深
一
さ
と
の
関
係
を
求
む
る
代
ι
リ
に
‘

T
と
h
と
の
関
係
を
第
十

二
式
と
し
て
求
め
た
。
此
の
式
に
於
い
て
h
が
四
十
粁
の
と

3

、H
，c
H
h
p
・一戸い寺

次
k
q
'即
ち
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ヅ
グ
屠
四
十
粁
を
通
過
し
℃
生
ず
る
賞
際
の
初
期
微
動
時
間
を
求
め
ん
と
す
る
に
、
大
森
公



式
に
依
れ
ば

-.・♂

H
U・品一環

叉
中
央
気
象
憂
刊
行
の
和
建
清
夫
著
「
地
震
皐
L

の
中
の
一
P
波一
S
波
の
速
度
は
夫
々
五
、
七
粁
毎
秒
及
び
三
、
一
粁
毎

品
。
諮
H
H
4・
6
♂

秒
で
あ
る
。
然
れ
ば
縦
波
が
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
層
(
四
十
粁
)
を
遁
過
す
る
に
要
す
る
時
間
は
七
、

O
秒
に
し
て
、
横
波
は

一
二
、
九
秒
で
あ
る
故
其
の
差
は
五
、
九
秒
で
あ
る
。

隼
田
氏
の
求
め
た
-P
波一
S
波
の
速
度
は
夫
々
五
、
六
粁
毎
秒
及
川
ω
三
二
一
粁
毎
秒
で
あ

b
、
之
よ
ム
リ
求

U
れ
ば
五
、
五
を

得
る
。
他
の
方
々
が
求
め
弁
値
も
大
睦
同
様
で
あ
る
。
然
れ
ば
此
庭
に
得
、
た
三
つ
の
佐
を
平
均
し
℃

♂

H
0・G
セ

を
得
る
。
依
っ
て
?
と

L
Tど
の
差
は
約
一
、
五
秒
で
あ
る
故
U
式
よ
b

吋
11 
ベ

ト4

01 

〆声、

ト4
Ol 
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品
治
れ
ば
震
央
に
於
け
る
初
期
微
動
時
間

τ
を
'
知
れ
ば
お
式
よ
λ

リ
震
源
の
深
芯
を
算
出
す
る
之
と
が
出
来
る
。

前
に
掲
げ
た
第
十
三
式
に
依
λ

リ
T
と
h
と
の
関
係
を
表
示
す
れ
ば
第
二
表
の
如
く
な
る
。
然
る

図
、
園
表
と
庭
用
例

に
T
は
震
央
に
於
け
る
初
期
微
動
時
間
か
ら
、
前
に
説
明
せ
る
が
如
(

一
、
五
秒
を
減
じ
た
る
値
で
あ
る
事
に
注
意
を
要

す
。
又
此
の
T
と
h
と
の
関
係
を
第
三
闘
に
示
し
た
。

然
れ
ど
も
此
の
表
に
四
十
粁
以
下
を
快
如
せ
る
は
甚
だ
不
便
で
あ
る
。
今
大
森
博
士
の
表
と
.
和
達
氏
の
「
深
層
地
震



の
研
究
」

の
第
二
報
中
に
あ
る
表
と
か
ら
・
初
期
微
動
時
間
が
六
秒
迄
の
も
の
を
E

括
弧
を
附
し
℃
表
中
に
掃
入
し
た
c

然
れ
ば
前
節
に
説
明
せ
る
理
由
に
依

b
.
震
央
の
初
期
微
動
時
間
が
五
、
六
秒
迄
は
括
弧
内
の
値
を
用
ひ
ょ
べ
し
。
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例
一
、
昭
和
四
年
六
月
三
日
志
摩
牛
島
に
震
央
を
有
す
る
地
震
の
震
央
に
於
け
る
初
期
微
動
時
間
は
三
十
六
秒
で
あ

る
。
共
れ
故
之
よ

b
一
、
五
秒
を
引

3
三
十
四
秒
五
を
得
て
、
第
二
表
か
ら
深
さ
を
求

U
れ
ば
三
百
六
十
三
粁
と
な
b
、
著

者
が
先
に
調
査
せ
る
値
三
百
粁
よ

b
約
六
十
粁
も
大

3
い。



四

例
二
、
昭
和
二
年
一
月
十
五
日
経
ケ
岬
の
地
震
の
震
央
の
初
期
微
動
時
間
は
河
角
氏
に
よ

b
四
十
秒
六
で
あ
る
つ
之
よ

b
一
・
五
秒
を
減
じ
三
十
九
秒
一
を
得
て
、
本
表
に
よ
タ
て
深
さ
を
求
む
る
に
四
百
十
五
粁
で
あ
る
。
然
る
に
河
角
氏
の

求
め
た
航
は
四
百
五
十
粁
に
し
℃
三
十
五
粁
深
い
。

此
の
二
つ
の
例
題
に
於
け
る
、
各
個
人
の
求
め
た
値
と
表
か
ら
求
め
た
値
と
の
差
は
み
一
く
反
卦
に
な
っ
℃
ゐ
る
。
而
し

て
此
の
表
は
共
の
中
間
の
値
を
血
〈
へ
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
℃
河
角
氏
は
p
i
S
波
を
用
ひ
、
著
者
は
P
波
及
び
S
波
を

用
ひ
た
の
で
あ
る
。
又
表
面
の
侠
件
印
ち
モ
ホ
ロ
ピ
チ
ッ
ク
居
直
下
の
各
波
の
速
度
の
相
違
も
あ
る
。
是
等
の
た
め
に
深

3
4ど
求
め
た
結
果
に
甚
、
だ
し
く
相
還
を
来
た
し
た
の
で
あ
ら
う
。

例
三
、
昭
和
三
年
五
月
二
十
一
日
東
京
湾
東
北
部
に
震
央
を
有
す
る
地
震
の
震
央
の
初
期
微
動
時
間
は
八
秒
O
で
あ

る
。
之
よ

b
一
・
五
秒
を
引

3
六
・
五
秒
に
劃
す
る
深
3
を
表
で
求
む
れ
ば
，
六
十
四
粁
と
な
る
。

例
四
、
大
正
十
五
年
八
月
三
日
東
京
湾
中
部
に
震
央
を
有
す
る
地
震
の
震
央
の
初
期
微
動
時
間
は
五
・
五
秒
で
あ
る
。
此

の
場
A
口
は
五
ム
ハ
秒
未
満
な
る
故
了
五
秒
を
引
か
ず
に
其
の
偉
五
・
五
秒
を
用
ぴ
、
且
つ
表
中
括
弧
を
附
し
た
佐
を
用
ふ
。

而
し
て
五
秒
と
六
秒
と
の
問
を
内
締
法
で
求
め
て
、
三
十
九
粁
な
る
深

3
を
得
る
。

終

b
に
臨
み
有
A

命
、
な
る
御
助
言
十
一
賜
っ
た
岡
田
牽
長
に
深
謝
す
る
次
第
で
あ
る
。
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大
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文
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距
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地
震
の
初
微
動
継
績
時
間
-
一
競
キ
ア
(
震
災
珠
防
調
査
命
日
報
告
第
八
十
八
競
甲
)

深
層
地
震
の
研
究
(
気
象
象
誌
第
二
韓
第
六
各
第
六
競
)

好
一
地
地
震
に
就
い
て
(
験
震
時
報
第
一
巻
第
三
披
)

日
本
に
於
け
る
地
震
波
動
の
倖
播
に
闘
す
る
研
究
(
第
六
報
)
〈
気
象
集
誌
第
二
輯
第
六
巻
第
三
銃
)

員二

昭
和
二
年
一
月
十
五
日
経
ケ
岬
の
地
震
の
震
源
の
深
さ
に
就
い
℃
(
気
象
集
誌
第
二
輯
第
五
巻
第
十
一

昭
和
四
年
六
月
三
日
深
居
地
震
調
査
(
験
震
時
報
第
三
谷
第
三
銃
)


